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令和２年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「授業支援アプリを活用した学力向上のための授業改善」 
 越谷市教育委員会 

いきいきとだれもが夢に 

向かって輝く越谷教育プラン 自立して生きていくための基礎となる確かな学力を育む 

第２期越谷市教育振興基本計画では「生きる力を育む学校教育を進める」を基本目標とし、「自立して生きていくた

めの基礎となる確かな学力を育む」ことを施策の方向としています。本市では、時代に即した教育等を推進し、子ど

もたち一人ひとりに確かな学力を身に付けるため、ICTを活用した教育の充実に取り組んでいます。 

また、越谷市教育委員会では、教育振興基本計画の方向性をふまえ、ICT 機器を活用したよりわかりやすい授業の

ため、ICTの効果的な活用のための校内研修を支援しています。 

施策の方向１ 

ICTを活用した授業改善によって児童生徒の資質・能力を育成する 

児童生徒 教師 

いつでも 

ちょこっと 

使える 

今から 

ちゃんと 

使える T 

I 

C 

ICTの活用は 

特別なこと 

ではない 

Society5.0 

時代の担い手 

 本市では平成３０年度からタブレット端末を導入し、ICT を活用した教育の充実を

図っております。児童生徒には『（I）今から（C）ちゃんと（T）使える』を、教師は『（I）い

つでも（C）ちょこっと（T）使える』を合言葉に、ICT 機器を活用した授業展開の工夫

改善を行っております。 

①主体的・対話的で深い学びの授業づくり 
に活用できる「授業支援アプリ」 

 本市では市内全児童生徒分の IDを取得し、個別で使える「授業支援アプリ」を導入

しております。主体的・対話的で深い学びのための授業改善の一つのツールとして、

タブレット端末を活用し、児童生徒の資質・能力の育成に取り組んでおります。 

 

「授業支援アプリ」の活用法 

授業支援アプリで カード 
を作り、教師と児童生徒や児

童生徒同士でカードのやり取

りをする。 

自分の考え Webページ 

様々な情報を 

カードにするこ

とができます。 

ノートの写真を撮り、よい考えを共有する。（小・算数） 

友達の意見から、考えを広げたり深めたりする。 

時間と空間を越えた学びを支援する 

カードを教師に提出したり、子

ども同士で送ったりすること

ができ、効果的な学び合いの

場をつくることができます。 

自分の考えを打ち込み、提出する（中・社会） 

作ったカードは

蓄積されて、ｅ

ポートフォリオ

になります。 
※タブレット端末は

6年間持ち上がり 

https://4.bp.blogspot.com/-LfuZ3Ws7eNM/U8XlXUx3ryI/AAAAAAAAi98/2G7EyumKi8U/s800/tablet_girl.png
https://4.bp.blogspot.com/-J0ndBrAVtNM/Wn1WBlE0alI/AAAAAAABKHE/N977kGZO0FoDzPcJuXO-WMmk4QIOwRPzwCLcBGAs/s800/map_open.png
https://2.bp.blogspot.com/-JSjAIrb-jlc/VHPgVCizFyI/AAAAAAAApRM/6n--1sOB6ws/s800/syokubutsu_nae.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICTを活用したよりわかりやすい授業を目指して 

授業における ICT機器の活用事例をA5判の携帯しやすいブックレット

にまとめた「ICT 活用事例ハンドブック」を市内全教員に配付。市内の教

職員の事例を基に作成したハンドブックは市内の先生たちと共にアップデ

ートしています。 

越谷市立小中学校教職員の実践事例を集めた 

③ 「ICT活用事例ハンドブック」で ICT機器の活用を促進 

② 「授業支援アプリを活用した授業改善」のための研修会 

 11 月に学力向上推進連絡協議会を開催し、市内全小中学校の学力向上推進担当教員

を対象に授業支援アプリを活用した「特別の教科 道徳」の模擬授業を行いました。授業

支援アプリを使いながら意見を整理し、多角的・多面的に考える授業展開の体験を通し

て主体的・対話的で深い学びの授業づくりのための工夫改善を協議しました。 

自分の考えを打ち込み、グループに送る 
グループで多様な考えを共有する 

座標軸で意見を整理する 

④ 成果と課題 

成果 ： 市内でタブレット端末を活用した実践事例が増え、ICTを活用した主体的・対話的で深い学びの授業改善

が進んできた。多くの実践事例を参考にすることで、次年度からの児童生徒一人一台端末を活用した授

業への移行も円滑に進められることが期待できる。 

成果 ： 学習支援アプリを使った授業では、密集と密接を避けつつ、子ども同士の考えをカードで共有すること

ができるため、新しい生活様式下での主体的・対話的で深い学びの授業をより充実させることができる

ようになった。 

課題 ： タブレット端末と学習支援アプリの操作に不慣れな教員への支援やより多くの実践事例を蓄積していく

ことがこれから重要となる。 

課題 ： 学習支援アプリ使用時のデータ容量等に係る通信速度への対応がこれからの課題となる。 


